
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
七
日
受
領

答

弁

第
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四

六

号

内
閣
衆
質
一
八
〇
第
三
四
六
号

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
七
日

内
閣
総
理
大
臣

野

田

佳

彦

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
松
木
け
ん
こ
う
君
提
出
企
業
の
倒
産
処
理
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
松
木
け
ん
こ
う
君
提
出
企
業
の
倒
産
処
理
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
不
動
産
業
に
お
け
る
棚
卸
資
産
」
を
構
成
す
る
個
別
の
資
産
ご
と
の
簿
価
の
変
動
や
、
個
別
の
物
件
の
価
格

の
変
動
等
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
か
ら
平
成
二
十
四
年
ま
で
の
間
の
地
価
公
示
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ

る
地
価
の
公
示
に
お
い
て
、
公
示
価
格
の
対
前
年
比
の
上
昇
率
が
最
も
大
き
か
っ
た
地
点
は
、
平
成
二
十
四
年
地
価
公
示
に

お
け
る
宮
城
県
石
巻
市
須
江
字
し
ら
さ
ぎ
台
一
丁
目
三
番
三
の
地
点
で
、
そ
の
率
は
六
十
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
公
示

価
格
の
対
前
年
比
の
下
落
率
が
最
も
大
き
か
っ
た
地
点
は
、
平
成
十
六
年
地
価
公
示
に
お
け
る
千
葉
県
成
田
市
下
福
田
字
油

免
五
百
四
十
一
番
の
地
点
で
、
そ
の
率
は
マ
イ
ナ
ス
三
十
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

銀
行
の
個
別
取
引
先
に
対
す
る
与
信
判
断
に
つ
い
て
は
、あ
く
ま
で
も
当
該
銀
行
の
経
営
判
断
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

金
融
庁
が
指
示
・
関
与
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
庁
と
し
て
お
尋
ね
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
は
作
成
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

一



一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
る
と
、
銀
行
の
財
務
の
健
全
性
の
観
点
か
ら
は
、
与
信
判
断
に
当
た
り
、
担
保
評
価
や
個
別
取
引

先
の
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
見
積
り
の
客
観
性
・
合
理
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
に
つ
い
て

親
子
関
係
に
あ
る
株
式
会
社
間
の
金
銭
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
、
会
社
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
四
百

三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
計
算
書
類
に
お
い
て
、
会
社
計
算
規
則
（
平
成
十
八
年
法
務
省
令
第
十
三
号
）
第
九
十
八
条

第
一
項
の
規
定
等
に
よ
り
、
親
子
関
係
に
あ
る
株
式
会
社
等
と
の
取
引
に
関
す
る
注
記
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

株
式
会
社
の
債
権
者
は
、
同
法
第
四
百
四
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
計
算
書
類
の
閲
覧
等
の
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

五
に
つ
い
て

民
事
訴
訟
手
続
に
お
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）
第
二
百
二
十
三
条
及
び
第
二
百
二
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
、
裁
判
所
は
、
挙
証
者
に
よ
る
文
書
提
出
命
令
の
申
立
て
を
受
け
て
、
訴
訟
の
相
手
方
が
所
持
す
る
文
書
の
提

出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
、
当
該
相
手
方
が
こ
れ
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
当
該
文
書
の
記
載
等
に
関
す
る
挙
証

者
の
主
張
を
真
実
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

二


